
 
 

池
ノ
山
に
新
設
さ
れ
た
、
つ
え
っ
子
こ
ど
も

園
・
長
寿
苑
前
で
実
施
し
た
昨
年
の
「
ふ
る

さ
と
ま
つ
り
」
。
園
児
の
踊
り
か
ら
民
謡
披

露
、
中
学
生
も
参
加
し
た
バ
ン
ド
演
奏
な
ど
、

ま
さ
に
老
若
男
女
、
様
々
な
皆
さ
ん
が
出
演

す
る
ス
テ
ー
ジ
イ
ベ
ン
ト
で
、
会
場
が
温
か
い

笑
顔
に
包
ま
れ
ま
し
た
。 

 
 

そ
ん
な
イ
ベ
ン
ト
内
容
を
主
に
企
画
し
て

く
れ
た
の
が
、
昨
年
度
発
足
し
た
「
ぼ
ち
ぼ

ち
い
こ
う
会
」
で
す
。
む
ら
づ
く
り
役
場
の
部

会
員
以
外
の
若
い
世
代
も
含
め
、
４
月
か
ら

６
回
に
わ
た
る
会
議
で
、
日
程
・
場
所
・
実
施

方
法
な
ど
を
協
議
。
メ
ン
バ
ー
の
中
で
最
年

少
の
沖
野
真
大
さ
ん
は
、
当
日
の
運
営
は
も

ち
ろ
ん
、
バ
ン
ド
演
奏
へ
の
出
演
や
、
係
員
と

し
て
仮
装
で
会
場
を
駆
け
回
る
な
ど
、
八
面

六
臂
の
活
躍
。 

 
 

主
力
と
な
っ
て
動
い
て
く
れ
た
沖
野
さ
ん

に
、今
回
の
ま
つ
り
の
感
想
や
今
後
の
思
い
な

ど
を
聞
い
て
み
ま
し
た
。 

 

《
主
な
イ
ベ
ン
ト
・
行
事
な
ど
》 

◦ 

月 

日
：
避
難
に
関
す
る
寸
劇
公
演 

◦ 

月 

日
：
日
南
市
へ
先
進
地
視
察 

◦ 

月  

日
：
月
い
ち
バ
ザ
ー
ル
㉑ 

◦ 

月 

日
：
通
常
委
員
会
（
総
会
） 

◦ 

月  

日
：
管
内
一
斉
防
災
訓
練 

◦ 

月 

日
：
雲
仙
市
か
ら
視
察
受
入
れ 

◦ 

月 

日
～
陶
磁
器
フ
ェ
ス
タ
出
展 

◦ 

月 

日
：
バ
ス
の
日
イ
ベ
ン
ト 

◦ 

月 

日
：
月
い
ち
バ
ザ
ー
ル
㉒ 

◦ 

月 

日
：
認
知
症
に
関
す
る
勉
強
会 

◦ 

月 

日
：
第 

回
ふ
る
さ
と
ま
つ
り 

◦ 

月 

日
：
佐
伯
市
か
ら
視
察
受
入
れ 

◦ 

月 

日
：
人
権
講
演
会 
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皆
さ
ま
、
新
年
あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ

い
ま
す
。
旧
年
中
は
、
振
興
協
議
会
の
活
動
に

ご
支
援
・
ご
協
力
い
た
だ
き
誠
に
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
し
た
。 

 

住
民
自
治
組
織
と
し
て
の
運
営
も
、
今
年
の

９
月
で
丸
７
年
と
な
り
ま
す
。
５
つ
の
部
会
の

メ
ン
バ
ー
の
積
極
的
な
取
組
み
で
、
実
に
様
々

な
活
動
を
行
う
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。 

 

巳
年
は
蛇
の
よ
う
に
粘
り
強
く
と
よ
く
聞
き

ま
す
が
、
脱
皮
を
す
る
ヘ
ビ
か
ら
「
再
生
と
変

化
」
が
特
徴
の
年
と
も
言
わ
れ
る
そ
う
で
す
。 

 

毎
年
の
よ
う
に
発
生
す
る
異
常
気
象
に
よ
る

災
害
や
絶
え
ず
起
こ
っ
て
い
る
世
界
各
国
で
の

紛
争
、
政
治
に
翻
弄
さ
れ
る
我
々
の
暮
ら
し
な

ど
、予
測
の
難
し
い
昨
今
で
す
が
、住
み
慣
れ
た

中
津
江
で
少
し
で
も
安
心
し
て
、楽
し
く
生
活

で
き
る
よ
う
「
み
ん
な
が
主
役
の
む
ら
づ
く
り
」

を
合
言
葉
に
活
動
を
継
続
し
て
い
き
ま
す
。 

 

そ
し
て
変
わ
ら
な
い
暮
ら
し
の
中
で
も
、
振

返
り
や
見
直
し
を
行
い
な
が
ら
、
新
た
な
事
に

も
取
り
組
ん
で
い
く
、
“再
生
と
変
化
”
の
一
年

に
な
れ
ば
と
考
え
て
い
ま
す
。 

  

本
年
も
何
卒
よ
ろ
し
く 

      
 

お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。 

 

 

ふ
る
さ
と
ま
つ
り
か
ら
始
ま
る 

 
 

次
へ
の
ス
テ
ッ
プ 

 

会 長 
高木 望さん 
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令和 6 年 活動の記録 
第 42 回 中津江村ふるさとまつり 

令和6年11月17日 (日)  
    *曇り時々晴れ時々小雨 
約４２０名参加 

会議は緊張しますが、色んな年代の
人と話せる貴重な経験でした。今回
も中津江らしい楽しい祭りにできて
良かったし、自分も面白かったです。 
これからは同年代の仲間にも声掛け
して、ふるさとまつり以外の地域のイ
ベントにも協力していきたいと思って
います。ありがとうございました。 

沖野 真大(まさひろ)さん 



 
 
 
昨年、長く住まれていた鯛生から 
長寿苑に移住されたケサ子さん。 
職員の皆さんや周りの入居者の 
方から優しくしてもらい、ご飯も 
美味しくて、移って良かったと 
喜んでおられます。 
恥ずかしがりで寂しがりの性格 
だった幼少期、穴川峠への遠足や 
運動会が楽しみだったそうです。戦争に振り回され、
家の手伝いなどに追われていた青年期。卒業後は菊池
で住込みの仕事に就き、慣れない仕事や家から出た寂
しさなど、辛い3年間を過ごした後、近所の製材所に
勤務。その時知り合ったご主人からの熱烈なラブコー
ルでご結婚。長寿苑で見守りもしてもらいながら、み
んなで食事を楽しんだりできる今の生活が幸せと話
すケサ子さん。いつまでもお元気で。。。 

好きな食べ物はハンバーグとアサリ料理という大知く
んの将来の夢は、サッカー選手になる事。憧れの選手は
スペインの有名なサッカークラブ「レアルマドリード」
のエムバペ！家でもサッカーの練習をやるほどのサッ
カー好きで、小国町の８人制のサッカーチーム「バッサ
ーレ阿蘇」にも加入。まさにサッカー漬け？の毎日のよ
うです。学校では５人のクラスメートと仲良く遊び、走
ることが得意なのでマラソン大会は楽しかったそうで
す。国語や図工も好きで、夏休みの工作は重曹アートで虹 
       の絵を描いたとのこと。ただ算数は苦    
       手で、宿題が多いのもちょっと…と、 
        はにかみながら話してくれました。 
        〈お母さんより〉…いつも何にでも 
        一生懸命な大知が大好きだよ♡ 
        これからも色んなことにチャレンジ 
        して頑張ってね♬ 
 

田邉ケサ子さん 
 (池の山）９2歳 
昭和7年生まれ 

  

  5 年ごとに実施されている「国勢調査」。今年、
10月1日を調査日として実施されます。日本に住
むすべての人と世帯を対象とした、最も重要な統
計調査です。ご協力をお願いします。 
 そして国勢調査の中でも気になるのは、やはり中
津江の人口推移。大正９年（1920 年）に実施さ
れた第 1 回調査時の人口が 3,328 人。全体の
人口が減少傾向にある日本ですが、さて今回は？ 

大正 9 年(1920年）⇒3,328 人 *第１回調査時 

昭和10年（１９３５年)⇒7,528 人 *最大人口 

平成17年（2005 年)⇒1,194 人*市町村合併時 

令和２年（2020 年)⇒６２１人 *前回調査時 

※1920 年～2020 年⇒100 年で 81％減少 

 

劇団＂一蓮托生” 
 

まずは乗ってみよう！ 
 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 

  
 地域のお宝！ 
今月のご長寿さん・・ 

 地域のお宝！ 
今月の若ぇ～し・・ 

 

まもる部会員を中心に構成された劇団「一蓮托生」
3 年連続で暮らしを守ることをテーマとした寸劇を
披露しています。 
今年の寸劇のテーマは「認知症の方と地域で共に」
劇で表現するには難しい題材ですが、分かりやすく 
楽しく、そして少しコミカルタッチ(?)に演じることが
できればと、演劇部出身の部会員が台本作りに励ん 
でいます。3月9日実施の 
公民館まつりでの公演を 
お楽しみに！ 

地域の移動手段として欠かせないデマンドバス。
その利用促進を図るため、くらす部会では公共交
通バスツアーの企画やデマンドバスの使い方を分
かりやすく書いたチラシの作成などに取り組んで
きました。 
今回は運転に不安のある高齢者の方に、１度実際
に乗ってもらうための「お試し回数券」を発行。利
用アンケートを検証して、今後少しでも安心して過
ごせるよう、デマンドバスの運行方法に改善する点
はないかなど、関係機関と協議していきます。 

  つれづれ 
いつまでも暑い日が続き、今年は冬が来ないんじゃ
ないだろ～か...って思っていたが、ちゃんと寒くな
った。しかも秋を通り越して一気に冬がきた気がす
る。昨年は夏も暑かったが、予報によると昨シーズ
ンより冬の寒さも厳しいらしい。まぁ、去年の寒さ
はもとより夏の暑さの事さえ忘れてしまっているの
だが(笑) ただ、元日に忘れてはいけないことが…
昨年の元日に発生した能登半島地震。多くの人命や
財産を奪い、今でも避難生活を送らなければならな
い人もいる。また年末には、北九州で狂人の刃で将
来の夢を一瞬で奪われた中学生殺傷事件や火災で亡
くなる方が続くなど、何ともやりきれないニュース
が相次いだ。命の重さに違いはないとは思うが、昨
日まで元気に笑っていた人や、ともに汗を流してい
た人が突然いなくなるのは辛い。だからこそ生きて
る今を精一杯頑張らなくてはと思っていると「あな
たは毎日、一生懸命呑んでるけどねぇ～。明日も呑
めるように元気でいなきゃね」と隣から。慰めなの
か諦めなのか…“え～っと、今年も呑みます”（描蔵） 
巳年も『むらづくり役場』をよろしくお願いします。 

《事務局：永瀬英治・松尾成美》 

長谷部大知（だいち）さん 
 津江小学校 ４年生 

今年は国勢調査！ 

◆中津江村の人口推移（国勢調査)◆ 

昨年度実施 
「じぃさん早よ避難するばい」 


